Activity Report of Research Approaches by 小林 ふみ子 et al.
研究アプローチ活動報告
著者 小林 ふみ子, クライナー ヨーゼフ, 王 敏, 安孫








研究アプローチ①  小林ふみ子 … 231
研究アプローチ②  ヨーゼフ・クライナー … 240
研究アプローチ③  王　　　敏 … 243
研究アプローチ④  安孫子　信 … 247













































































































































































































































































　2014 年 10 月 3 日、4 日に 2014 年度研究会「両みんぞく学のパラダイムの検討」
が行われた。これまで、アプローチ②「近代の＜日本意識＞の成立――日本
民俗学・民族学の問題」は年度ごとに次のような課題を設定して研究活動を





提出した博士論文 Kulturschichten in Alt-Japan を出版した。さらに 2013 年度は、
20 世紀の日本の民族学において最も重要な役割を果たした 5 人の研究者、す
なわち鳥居龍蔵、渋澤敬三、金関丈夫、梅棹忠夫および佐々木高明を取り上げ、
その業績を検討した。今回は 2010 年度から 2013 年度までの成果の総括として
両みんぞく学のパラダイムを検討するため、民俗学と民族学の分野で画期的
な業績を残した坪井正五郎、坪井洋文、宮田登の 3 名を対象に考察を行った。
 10 月 3 日は「坪井正五郎の業績」を主題に、清水昭俊先生（国立民族学博物



















































 最後に、クライナーが 2010 年度以来の取り組みの成果を紹介するとともに、
今後の研究のあり方が示された。

















































　2015 年 3 月現在における 2014 年度の研究成果（出版物の一部）を以下に記す。
　・　『「日本意識」の根底を探る　日本留学と東アジア的「知」の大循環』（国
際日本学研究叢書 19）法政大学国際日本学研究所、2014 年 3 月
　・　『漢魂与和魂―中日文化比較』中国・世界知識出版社、2014 年 5 月




と東アジア的「知」の大循環』三和書籍、2014 年 11 月
　・　国際日本学研究叢書 23　『百年後の検証・中国人の日本留学及びその日


























































































及びその日本観』pp.119 － 174、2015 年 2 月）
徐賢燮「韓国における日本観の変容」（国際日本学研究叢書 23『百年後の検証・中国人




　2014 年度の研究活動の報告を、2014 年 6 月 12 日（木）に、法政大学国際
日本学研究所（HIJAS）の主催で行った国際日本学シンポジウム「受容と抵抗
――西洋科学の生命観と日本」での成果報告、また、2014 年 10 月 30 日（木）



















トに抱く ‘生命観 ’や ‘身体観 ’の検証が行われた。そこでは、「ロボットを葬る」

















































































修を施し、OS は開始当初の Windows Server 2003 から 2008 にバージョンアッ




















スタンドアロン版の FileMakerPro をベースに制作したものを、aterui サーバー









































































覧方式、特定のデータを検索するには SEARCH ボタンから入るという 2 形態
に分けて設置されているが、前者については現在博物館を指定するなど、も
う少し実用性を高める方策を検討している。
